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四国の森林の分布

機能類型区分ごとの森林面積
（四国の民有林国有林計）

86万ha
　62%

44万ha
31%

9万ｈａ
7%

水土保全林

森林と人との
共生林

資源の循環
利用林

139
万ha

・四国は７５％が森林で占められている
・国有林はその１３％の１８万ｈａ

水土保全林の割合
国有林：約７割
民有林：約６割



日本を支える大黒柱

日本学術会議答申（H13.11)
　　　

「地球環境・人間生活に関わる農業及び森林の多面的な機能の評価について」(抜粋）

○森林の多面的機能について
　・森林は極めて多様な機能を持つが、個々の機能には限界。
　・森林の多面的機能は、総合的に発揮されるとき、もっとも強力になる。

○水源かん養機能について

　・森林は中小洪水においては洪水緩和機能を発揮するが、大洪水におい
ては顕著な効果は期待できない。

○森林の存在を前提とした上で、治水･利水計画が策定
　・森林とダムの両方の機能が相まってはじめて目標とする治水･利水安全
度が確保

○治水･利水の水準は時代が求めるもの

　・森林の持つ静的な、自然的調整と、ダム貯水池等による動的な、人工的
調節は「車の両輪」。



四国管内の民・国有林別新植面積の推移
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四国管内の民・国有林別新植面積の推移
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四国の森林整備の状況　　

○更新・保育の状況
　　

　・新植面積は、昭和45年度をピークとし　
　て大幅に減少（ピーク時の20分の１）。
　・昭和40年代に植林された林分が６～８
　齢級に成長し間伐対象林分が増加。
　・人工林のうち間伐の必要な６～８齢級　
　の森林は、国有林、民有林とも約４割。

四国管内の民・国有林の人工林齢級構成
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齢級
国有林 民有林

 民有林 305千ha(42%)

　国有林   48千ha(40%)

 合  計  352千ha(42%)

＊民有林・国有林の合計面積は四捨五入の関係

　 から一致しない

千ha



国民に開かれた森づくりと四国を一体としてとらえた森林行政の推進

「四国は一つ」のスローガンの下に、11
月11日を「四国山の日」と制定し、①多
面的機能の発揮に向けた森林整備の推進、

②木材の利用推進、③森林環境教育活動
の推進を４県と四国森林管理局が連携し
て取り組み、共有財産としての森林づく
りを推進することとした。

まさに、取組を実践することが大事。

四国の森づくりに関する共同宣言
１　趣旨
四国山地を中心として構成される四国の森林は、水源のかん

養、国土の保全、自然環境の保全、地球温暖化防止のための二
酸化炭素の吸収・固定、人に優しい循環型資源としての木材供
給など多面的機能を有し、様々な形で四国の各県民の生活に役
立っている。
この森林の有する多面的機能を十分に発揮させるためには、

森林整備の実施、木材利用の推進、森林環境教育活動の推進
等について、民有林と国有林とが協力して取り組むことが今後、
益々重要となっている。
このため、四国４県の豊かな生活環境の実現、森林資源の循

環利用等森林の多面的機能の高度発揮の実現に向けて、四国
４県と四国森林管理局は、以下のとおり四国の森づくりに関する
協力関係を明らかにするものである。
　
２　取組内容
①　多面的機能の発揮に向けた森林整備の推進
②　木材の利用推進
③　森林環境教育活動の推進
④　四国山の日の創設

「四国はひとつ」というスローガンのもと、四国がひとつになっ

て大切な四国の森林を守り育て、四国の各県民の共有財産とし
ての四国の森づくりを推進するため、１１月１１日を「四国山の日」
とする。
　　　　　　　　　　　平成１６年１１月１４日　ここに宣言する。

　　飯泉嘉門　　真鍋武紀　　加戸守行　　吉良史子　　山根祥生

「四国山の日」の取り組み


